金融 安定 理事 会 (F SB) 


1997 年 に 発生 し た アジ ア 通 貨 危機 の 際 、 一 国 に お ける 金融 危機 が 容易 に 各国 に 伝播 

(contagion) し た 経験 を 踏ま そえ 、1999 年 2 月 の G 7 に お ける 合意 に 基づき 、 金融 監 
督 の 国際 的 な 協調 体制 を 強化 する 観点 か ら 金 融 安 定 化 フォ ー ラ ム (F SF :Financial 
Stability Forum) が 設立 され た 。 

その 後 、 リ ー マ ン ・ シ ョ ッ ク を 契機 に 、 メ ン バ ー を G20 の 財務 省 ・ 中 央 銀行 ・ 監 督 
当局 や 国際 機関 な ど に 拡大 し 、F SF を 改組 する 形 で 2009 年 に 金融 安定 理事 会 (F S 
B :Financial Stability Board) が 設立 され た 。 

F SB の 主 な 任務 は 、 各 基準 設定 主体 に お ける 作業 を 調整 し 、 金 融 レ ステ ム の 安定 

に 係る 国際 的 な 課題 に つい て 議論 する こと で ある 。 


I 組織 


全て の メン バー に よる 意思 決定 会 合 で ある 本 会 合 (Plenary) の 下 に 、 作業 全体 の 方 
向 性 等 を 決定 する 運営 委員 会 (SC : Steering Committee) と 複数 の 常設 委員 会 
(Standing Committee) が 設置 され て いる 。 各国 は それ ぞ れ 1 て 3 の 代表 権 (本 会 合 
の 議席 数 ) を 有 し て お り 、 日 本 か ら は 人 金融 庁 の ほか 、 財 務 省 、 日 本 銀行 が 参加 し て い 
る 。 な お 、 2019 年 9 月 1 日 より 、 常設 委員 会 の ひと つ で ある 、 規制 監督 上 の 協調 に 係 
る 常設 委員 会 (SRC : Standing Committee on Supervisory and Regulatory 
Cooperation) の 議長 は 当 庁 の 前 氷見 野良 三 長官 が 務め て いた 。 
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また 、F SB は 、 金 融 ン シス テム の 脆弱 性 や 金融 レス テム の 安定 化 に 向け た 取組 み に 
つい て 、 メ ン バ ー 当 局 と 非 メ ン バ ー 当 局 と の 意見 交換 を 促す 観点 か ら 、① ア ジア 、 ② 
アメ リカ 、③ 欧 州 、④ 中 東 ・ 北 アフ リカ 、 ⑤ サ ブサ ハラ アフ リカ 、⑥C IS 諸国 、 の 
6 つの 地域 諸 問 グル ー プ (RCGs:Regional Consultation Groups) を 設置 し て いる 。 

F SB は 、 スイ ス ・ バ パー ゼル の 国際 決済 銀行 (B I S) 内 に 事務 局 を 有 し て いる 。 
2013 年 に は 、 組 織 基 盤 強化 の た め 、 ス イス 法 上 の 非 営利 法人 と し て 法人 格 を 取得 し た 。 


m 主 な 議論 


1. 気候 変動 


2019 年 10 月 より 、 脆弱 性 評価 に 係る 常設 委員 会 (SCAV :Standing Committee 

on Assessment of Vulnerabilities) の 下 で 、 気 候 変動 リス ク の 金融 安定 へ の 含 
意 に 関す る 分 析 が 行わ れ 、 2020 年 7 月 に 「 金 融 安定 モニ タリ ング に お ける 物理 リス 
ク 及 び 移 行 リ スク の 考慮 に 係る 金融 当局 の 取組 み に 関す る スト ッ ク テ イク 報告 書 」、 
11 月 に は 「 気 候 変動 の 金融 安定 に 対す る イン プリ ケー ショ ン 」 を 公表 し た 。 

さら に は 、 気 候 変 動 関連 デー タ の 入手 可能 性 や デー タ ギ ャ ッ プ に 関す る 検討 が 進 
め ら れ て いる ほか 、2021 年 2 月 より 、S RC の 下 で 、 気候 変動 リス ク の 規制 ・ 監 督 
及び 気候 関連 情報 開示 に 関す る 作業 も 始動 し て いる 。 


2. 人 金融 技術 革新 


[ステ ー ブ ル コイ ン ] 
2019 年 の 暗号 資産 に 関連 し た 新た な 構想 の 出現 を 踏ま えた 対応 と し て 、 いわ ゆる 
「 グ ロー バル ・ ス テー ブル コイ ン 」 に 関し て は 、2019 年 10 月 、G20 財務 大 臣 ・ 中 
央 銀行 総裁 会 議 に お いて 、 政 策 及 び 規 制 上 の リス ク が サー ビス 開始 前 に 適切 に 対処 
され る 必要 が ある こと 、2020 年 に お ける F SB 等 の 更 な る 報告 を 求め る こと が 合意 
され た 。 その 後 、S RC 傘下 の 作業 部 会 で 作業 が 進め られ 、 2020 年 4 月 か ら 7 月 に 
か け て 市 中 協議 が 行わ れ た 後 、 2020 年 10 月 に 規制 ・ 監 督 等 に 係る 10 の 提言 を 含む 
「『 グ ロー バル ・ ス テー ブル コイ ン 』 の 規制 ・ 監 督 ・ 監 視 一 最終 報告 と ハイ レベ ル な 
勧告 」 が 公表 され た 。 


[BigTech/SupTech] 

BigTech の 新興 国 市 場 へ の 参入 や SupTech/RegTech の 金融 シス テム 安定 へ の 含意 
に つい て 、SCAV の 下 で 分 析 が 進め られ 、2020 年 10 月 に 、 そ れ ぞ れ 「 新 興国 に 
お ける BigTech 企業 」、「 当 局 ・ 金 融 機 関 に よる SupTech・RegTech の 活用 」 が 公表 さ 
れ た 。 


3. クロ スポ ボー ダー 送金 の 改善 


F S B は 、2020 年 2 月 の G20 財務 大 臣 ・ 中 央 銀行 総裁 会 議 に お いて 、 送 金 を 含 
む 、 よ り 安 価 で 、 迅 速 な 資金 移動 を 促進 する よう 、 グ ロー バル な クロ ス ボ ー ダ ー 決 
済 を 改善 する 必要 性 が 指摘 され た こと を 受け 、 決 済 ・ 市 場 イ ン フ ラ 委 員 会 (CPM 
I ) や その 他 の 関係 基準 設定 主体 や 国際 機関 と 協調 し て 作業 を 開始 し た 。 2020 年 10 
月 の G20 に お いて 、 19 の 構成 要素 か ら 成 り 、 ハ イレ ベル な アク ショ ンプ ラン と タイ 


ムラ イン を 提示 し た 「 ク ロス ボー ダー 送金 の 改善 : ロー ド マ ッ プーG20 向け 第 三次 
報告 書 」 が 承認 され た 。 2021 年 5 月 に は 、 ク ロス ボー ダー 送金 の 4 つの 課題 (コス 
ト 、 ス ピー ド 、 透明 性 、 ア クセ ス ) に 対処 する た め の 定 量 目標 を 定め た 市 中 協議 
書 「 ク ロス ボー ダー 送金 の 4 つの 課題 の 対処 に 向け た 目標 」 を 公表 し た 。 


4. アウ ト ソ ー シ ン グ / サ イ バ ー 


金融 機関 に に る クラ ウド 利用 の 金融 レス テム 安定 へ の 含意 に つい て 2019 年 12 月 
に 「 ク ラウ ドサ ービス 利用 に お ける 第 三 者 サー ビス へ の 依存 : 金融 安定 へ の 影響 に 
関す る 考察 」 が 公表 され た 後 、S RC 傘下 の 作業 部 会 で 、 ク ラウ ド を 含む アウ ト ソ 
ー シ ン グ ・ サ ー ド パー ティ 全般 を 対象 に 規制 ・ 監 督 ア プロ ー チ に 関す る 分 析 が 進め 
られ 、2020 年 11 月 に 「 ア ウト ソー シン グ ・ サ ー ド パー ティ に 関す る 規制 ・ 監 督 上 
の 論点 」 が 公表 され た 。 そ の 後 の 市 中 協議 及び 民間 を 交え た 会 合 で 挙げ られ た 意見 
を 取り 纏め 、 2021 年 6 月 に 「 ア ウト ソー シン グ ・ サ ー ド バー ティ に 関す る 規制 ・ 監 
督 上 の 論点 (市 中 協議 に 寄せ られ た 意見 の 概要 ) 」 が 公表 され た 。 また 、S RC 傘下 
の 作業 部 会 で 、 サイバー 事象 へ の 初動 ・ 回 復 対応 に 関す る 分 析 が 行わ れ 、 2020 年 4 
月 か ら 7 月 に か け て 市 中 協議 が 行わ れ た 後 、2020 年 10 月 に 「 サ イ バ ー 事 象 へ の 初 
動 と 回 復 に 関す る 効果 的 な 実務 」 が 公表 され た 。 


5. 市 場 の 分 断 


世界 金融 危機 以降 、G20 は 、 金融 規制 改革 を 進め 、 国際 共通 ルー ル に 合意 し 、 持 
続 的 な 経済 成長 の 基盤 で ある 「 開 か れ た 強 朝 な 金融 ンス テム 」 の 維持 ・ 強 化 を 目指 
し て きた が 、 一 方 で 、 各 国 に お ける 取組 み が 金 融 市 場 を 分 断 さ せる リス ク を 懸念 
る 声 が 高まっ て いる 。 こ うし た 中 、 金融 市 場 の 分 断 が 、 危 機 時 に 流動 性 の 低下 等 を 
通じ 金融 レス テム の 安定 性 を 脅かす こと や 、 人 金融 仲介 機能 の 効率 性 を 損なう こと を 
回 避 す る 取組 み の 必 要 性 に つい て 日 本 か ら 問 題 提起 を 行い 、 2019 年 日 本 議長 国 下 の 
G20 財務 トラ ッ ク の 優先 課題 の 0 一 つ に 「 市 場 分 断 の 回 避 」 を 設定 し た 。 委嘱 を 受け 
た F SB 及び IOSCO が 同年 6 月 G20 に 提出 し た 報告 書 に 基づき 、 各 主 体 に お い 
て 議論 が 進め られ て きた 。 2020 年 に F SB は 、 各国 の コロ ナ 対 応 施策 に 起因 する 市 
場 の 分 断 を 最小 化す る 観点 か ら 施 策 の レポ ジ ト リ を 設置 し 、 当 局 間 の 情報 交換 を 促 
進 し て きた 。 市 場 の 分 断 に 関す る 各 作 業 の 状況 は 、I OS CO に よる 各国 当局 の 規 
制 ・ 監 督 へ の 「 依 拠 」 に 関す る 好 事 例 の 特定 等 に 関す る 報告 書 と と も に 、 2020 年 10 
月 の G20 財務 大 臣 ・ 中 央 銀行 総裁 会 議 に 報告 され た 。 


6. 金融 機関 の 実効 的 な 破綻 処理 
F S B で は 、 傘 下 の 破 綻 処理 運営 グル ー プ (R e SG:Resolution Steering Group) 


を 中 心 に 、2011 年 11 月 に 策定 され た 「 金 融 機 関 の 実 効 的 な 破綻 処理 の 枠組 み の 主 
要 な 特性 」(Key Attributes) に 沿っ た 秩序 ある 破綻 処理 制度 の 整備 や 、 整備 され た 


制度 に 基づく 円 滑 な 破綻 処理 の 実施 に つい て 議論 が 行わ れ て いる 。 銀行 セク ター に 
つい て は 、 破綻 処理 の 実効 性 向上 の た め の 検 討 作 業 が 進め られ て いる ほか 、 2021 年 
4 月 に は 、 これ まで の 規制 改革 に 対す る 評価 と し て 「『 大 きす ぎ て 潰せ な い 問 題 (T 
BTF)』 に 対す る 改革 の 影響 評価 」 を 公表 し た 。 保険 セク ター や 金融 市 場 イ ン フ ラ 


(FM I ) に つい て も 、 Key Attributes に 沿っ た 実効 的 な 破綻 処理 枠組 み の 構築 に 
向け て の 検討 が 進め られ て いる 。 


